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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会　栗　原　幸　正
（高崎健康福祉大学人間発達学部　教授）

　令和２（2020）年度の教育界は、まさにコロナ感染拡大に翻弄された１年と言うことができ
ます。公立学校の一斉休校が終了しても、学校行事の中止や延期、また分散登校など、毎日が
非日常という１年であったと思います。そのような状況下にあっても、日本の教員たちは「学
びの継続」を旗印に、児童・生徒の育成に真摯に取り組み、日本の教育の底力を国民に示した
事を心からうれしく思うと共に、教員一人一人に大きな賞賛が与えられる事を心から願う次第
です。
　そして、特に注目すべきは、コロナ関連の不確かな情報がSNS等で多様に飛び交う中で、情
報の信頼性と確実性を内包する新聞の存在意義はます重要となり、新聞を教育に取り組むこと
の必要性が以前に比べ大きく増した事です。厳しい教育環境の中で、この実践報告書に示され
た、実践指定校のNIE充実に向けた挑戦は、今後の日本の新聞への関わり方の方向性を示す、
確かな１歩となったと言うことができるでしょう。
　令和２年度は、実践指定校として、小学校２校、中学校３校、高等学校３校、中高等学校１
校に、多彩なNIEの実践を繰り広げていただきました。コロナ感染防止への対応で新聞の置き
場所に苦慮したり、あえて明るい記事に注目して実践を繰り広げたりと、各校でのNIEへの熱
い思いを感じざるをえない実践が報告されております。ご協力いただきました関係新聞各社を
はじめ、実践に臨まれた各学校の先生方や児童生徒、そして保護者や地域の皆様方に、心より
お礼申し上げます。
　令和２年11月22日（日）に、第25回NIE全国大会東京大会がオンラインで開催されました。
その中で行われた、「ウィズコロナ時代にNIEで培う力～ともに生き、つながるための資質・
能力」と銘打った日本NIE学会と日本新聞協会の共同シンポジウムを通して、群馬県NIE推進
協議会が実践指定校と地道に行う、児童・生徒と共に作るNIEが大きな意義を持つことを再確
認した次第です。今後も、コロナ禍の影響は継続していくことが予想されます。その中で、「継
続は力なり」という教育の特質を生かして、本協議会の活動がより広く、より意義深くなるこ
と確信しております。



「正確に読み取り、表現できる児童の育成」を目指すためのNIEの活用
～新聞に親しむ、慣れる、触れる活動を通して～

太田市立綿打小学校　　　小須田美枝子・新井　久雄
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児童と「新聞」との関わりを強くする（指定２年目）
～新聞への「投稿」と新聞記者による「出前授業」を通して～

館林市立第八小学校　　　北村　　聡
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新聞記事を読み、自分の感想や意見を書いたり、
発表したりできる生徒の育成

沼田市立薄根中学校　　教諭　　　兵藤　泰明
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ものの見方や考え方を広げる機会に出会うために（継続２期目）
−新聞に親しみ、活用する実践−

高崎市立第一中学校　　報告者　　　関口めぐみ
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新聞を活用し、世の中をより広い視野で見ることのできる生徒の育成
～生徒主体のNIE普及活動を中心に～

嬬恋村立嬬恋中学校
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新聞を用いて実社会とのつながりを考える教科指導の取り組み
ぐんま国際アカデミー中高等部　　教諭　　坂本　　樹　　今井　信一

木佐貫美帆　　吉田　　峻　　坂本　秀明

−26−



−27−



−28−



−29−



NIE　令和２年度の取組
群馬県立伊勢崎高等学校　　教諭　　　森　貴由紀
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続　本校におけるNIEの取り組み
群馬県立吉井高等学校　　教諭　　　高橋　寿郎
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新聞を通して幅広い教養を身につけ
自分自身で深めることのできる生徒の育成

群馬県立高崎商業高等学校
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